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沖 縄 シ リ ー ズ 233 作 唐 草 紋 花 瓶　　　　  
2003.04.13

この木版画は、小橋川永勝さんの美しい「唐草紋花瓶」です。

形状はシンプルですが、すばらしいコバルト色の唐草紋が中央に描

かれています。太郎さんのお店で拝見しましたので太郎さんの作品

と思っていました。永勝さんは太郎さんの兄さんです。焦げ茶を下

地にしていて暗いのですが、唐草紋の周りを削り取ってその上にガ

ラス質の釉薬を乗せて光を取り入れています。永勝さんの作品は重

厚で力強く、眺めているとエネルギーをいただけます。木版画を彫

ろうとする力が湧いてきます。
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沖 縄 シ リ ー ズ 72 作　 シ ー サ ー 阿 形　 海 洋 博 覧 会　              
1999.02.18

このすばらしいシーサーは、名護市の海洋博覧会記念館にある高江洲育男さんの作品です。ラ

イオンやトラなど猫科の動物は、このような攻撃姿勢で身構え獲物に襲いかかります。この版は、

写真集『手捻り 50 年 壺屋に生きる』に掲載されており、島袋俊哉さんが撮影しています。名護

市役所の建物には、数多くのシーサー（52 体位）が飾られており、走行するバスの車窓から眺め

て驚きました。“シーサー博物館”のようで、何時かゆっくり見てみたいと思いました。
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　　　　　　沖縄シリーズ 81 作 シーサー　阿形　　　 1999.04.17

この版画は高江洲育男さんのシーサーです。『土捻り 50 年 壺屋に生きる』の作品集から木版

画にさせていただきました。ぎょっと見開いた眼差しは鋭く正面を凝視し、何かを訴えかけてい

るようです。同じようなシーサーを作っていても個性というか、1 点 1 点手作り（手で粘土を捻

って形作る）することによって多少違った雰囲気を作品に漂わせています。作者の微妙な意気込

みやその時の勢いが作品に影響しているので不思議です。高江洲さんは、一時期、大阪市住吉区

に疎開されていたと伺い、親しみは一層深くなりました。もう少し長く、すばらしい作品を作り

つづけて欲しかったと思いました。そうすればお会いできたのに。今は御長男高江洲忠さんが名

人の跡を継ぐようにお客さんから依頼されて、シーサー作りに励んでいます。すばらしいことで

す。
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            沖縄シリーズ 251 作 紅型　農村風景　　　2003.10.30

これは、沖縄の和やかな農村風景を華やかに描いた美しい紅型暖簾です。作者はわかりません。

那覇市伝統工芸館の売店で販売されていました。細かい色合いがとても美しいです。木版画にし

たいと思いましたがハガキ版に収めるのは難しく、それで長い間、保留してきました。もうすぐ

沖縄シリーズを終えます。少し周りを割愛し彫りやすいように工夫して「心をこめて彫れば美し

く仕上げられる」と取りかかりました。彫りと 65 枚の摺りに２ヵ月。画面は、澄み切った青い

空を黄色で染めあげています。流れる雲は、白、紫、青色とおおらかです。山、川、森の木々と

芭蕉の葉は色鮮やかで、赤瓦屋根の住居が点在し美しく懐かしいです。農作業を終えた水牛は池

で休息し、横に大八車、竹で作った籠、椰子の葉の帽子、備中鍬、紐縄等が見られる。主人公の

農夫が描かれていないのは、この感動を呼ぶ景色を同じ側から、うっとりと眺めているからかも

知れません。
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沖 縄 シ リ ー ズ 256 作　 紅 型　 鶏 頭 寶 船　　　　                 
2004.04.03

これは「鶏頭寶船」と仮に名付けたすばらしい紅型です。紅型は黄色地をバックに、美しく穏
やかな色合いで描かれ、船首に“鶏”を飾り、大きな帆を張って、船上に巨大な赤珊瑚、宝石類の
詰められた壺、豪華な衣装が入れられた整理箪笥、長持ちなどが積み込まれています。那覇市伝
統工芸館の売店で販売されていました。細かくて色の種類も多いのでハガキ版には手に負えない
が、２倍にすれば何とか彫れると考えました。「大きいと少し彫るのも楽では」と思い彫り始め
ました。2004 年 1 月から取りかかりましたが、毎週末の土日曜日、遠方へ釣りに出かけていた
ため、彫りや摺りが遅れに遅れ、４月３日にようやく仕上がりました。なお、“鶏頭”を彫ってい
るとき、世間を騒がせ、驚かせた《高病原性鳥インフルエンザ事件》で思いもよらず大量の“鶏”
が犠牲となった悲しい出来事と重なり、大変気にかかりました。
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沖縄シリーズ 243 作 オキナワチョウトンボ　               
2003.07.06

これは「オキナワチョウトンボ」、別名「ベッコウチョウトンボ」と呼ばれているものです。

2003 年４月 16 日、ホテルで読んでいた宮古新報（宮古新報社）の中に見つけました。説明文

は「金色に黒い斑点のある羽根は鼈甲を思わせる。宮古では限られた水辺近くにおり、これから

夏の空をヒラヒラと飛ぶ様子が見られる。東南アジアなどに生息する熱帯のトンボでヤゴはヨシ

など挺水植物が多い池沼や流れが緩やかな河川、または海岸近くの汽水の入る沼でも育つ。池や

川などの環境の少ない宮古では、池間島の湿地や伊良部町の入り江などによくいる。ふつうのト

ンボのように俊敏な飛び方をせず、名前のとおりチョウのように飛ぶ。若い雄は、群れて飛び回

りながら捕食することがある。成熟するとテリトリー（縄張り）を持つ」と紹介されています。

美しい写真を少し変えて木版画にしました。私の子どもの頃、世界一の墳墓面積をもつ巨大な仁

徳天皇陵の周辺は、たんぼや畑があり、田園風景が残っていました。あるとき、トンボ取りに夢

中になり、履いていた下駄を草むらで脱いで判らなくなり、最初に追いかけた場所から探し回っ

て見つけました。50 年も前のことですが、トンボを見るたびに思いだします。最近は、トンボや

蝶々を追いかけたりしている子どもも少なくなりました。とても寂しいです。
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シリーズ 245 作 オオゴマダラチョウ　西表島　　          　
2003.07.27

これは国内で一番大きな蝶「オオゴマダラチョウ」です。体長は約70～75mmで、本土の「ク
ロアゲハ」と同じ位。沖縄本島周辺、先島諸島に生息。ツアーで西表島を観光したとき、［蝶の館］
を訪ねました。そこではまわりをネットで囲い、一部は、温室を使って多くの蝶を飼育していま
す。花にとまったり、飛んでいるのを驚かさないように歩くのです。2003 年４月、もう沖縄は
初夏。園内は蝶を育む植物が青々と繁っています。本土でよく見かける「アオスジアゲハ」は鳥
のように素早く飛びますが、この「オオゴマダラ」蝶は、羽を広げたり萎めたりが、ゆっくりし
ています。美しい白黒の、肉眼でもはっきり見える一際目立つ模様を身につけています。捕食者
である鳥に“毒蝶”ですよと警戒 ( 合図 ) させ襲わせないためです。ガイドさんは、「蝶は優しい人
を認識し、止りにくるよ」と冗談を言っていました。因みに私達のところへは止ってくれません
でした。マイクロバスの移動中、まだ森や畑地が多いので蝶やトンボをたびたび見かけました。
昆虫の宝庫でもある沖縄・先島諸島は魅力のある地域なので、遠くからカメラを担いでマニアが
出かけてくるとのことです。私は「イリオモテヤマネコ」に会えないかと期待しましたが、夜行
性の希少動物のため、会えませんでした。見つかった場所には、交通標識のようにヤマネコの絵
が立てられ、車両に注意を呼びかけていました。その数が、結構多かったです。
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155 　2001.01.13　　　線彫波・魚紋花瓶 新垣 栄一   
213　　2002.07.27　　　盛上取手付注瓶 新垣 栄一
199　　2002.03.28　 　盛上田舎風景抱瓶　 　新垣 栄一   
105　　1999.08.28　　　赤絵キビ紋大壺 新垣 栄三郎    
93　　1999.06.29　　　唐二彩抱瓶 新垣 栄三郎
205　　2002.05.19　　　荒焼龍巻壺 新垣 栄用
182　　2001.08.24　　　赤絵線彫魚紋大花瓶 新垣 勲
239　　2003.06.11　　　赤絵線彫双魚紋花瓶 新垣 勲
184　　2001.09.09　　　赤絵線彫魚紋大花瓶 新垣 勲
103　　1999.08.16　　　赤絵線彫木の葉紋丸花瓶 新垣 勲
169　　2001.06.11　　　線彫エジプト文様花瓶 新垣 勲
189　　2001.10.28　　　赤絵線彫双魚紋抱瓶 新垣 勲
191　　2001.11.23　　　赤絵線彫双魚紋抱瓶 新垣 勲
212　　2002.07.19　　　線彫魚・波紋カラカラ 新垣 勲
 83　　1999.05.04　　　線彫唐草紋抱瓶 新垣 菊子
156　　2001.01.20　　　シーサー　阿形　朝日陶芸 新垣 光雄   
172　　2001.06.28　　　シーサー　阿形 新垣 光雄
174　　2001.07.06　　　シーサー　阿形 新垣 光雄
175　　2001.07.09　　　シーサー　阿形 新垣 光雄
134　　2000.06.25　　　シーサー　阿形　朝日陶芸 新垣 光雄
171　　2001.06.23　　　面シーサー  阿形  　新垣 光雄
173　　2001.07.01　　　面シーサー  阿形  新垣 光雄
176　　2001.07.13　　　面シーサー  阿形 新垣 光雄
137　　2000.07.16　　　蓋付赤絵鉢 新垣 修
194　　2002.01.14　　　赤絵線彫双魚紋大皿 新垣 修
139　　2000.08.02　　　赤絵線彫魚紋花瓶 新垣 勉
240　　2003.06.18　　　赤絵海老紋壺 新垣 勉
130　　2000.06.03　　　赤絵線彫魚紋抱瓶 新垣製陶所
218　　2002.09.24　　　貫入赤絵線彫海老紋大皿 新垣 勉 
135　　2000.07.04　　　赤絵線彫魚紋皿 新垣製陶所
188　　2001.10.15　　　葡萄・唐草紋大花瓶 安里 真尚
143　　2000.09.22　　　シーサー　屋根 玉泉洞民家集落
157　　2001.02.23　　　シーサー　進貢船 玉泉洞展示品
226　　2003.01.05　　　龍・木の葉紋中花瓶 兼島 靖
 39　　1998.06.20　　　線彫海老・魚紋大花瓶 金城 次郎

＜作品目録＞

版画の元となった作品の
 作者や資料提供者など作品番号　   制作日 作 　品 　名                         掲載頁   
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 41　　1998.07.04　　　線彫海老・魚紋大花瓶 金城 次郎
 40　　1998.06.27　　　線彫刷毛目花・魚紋大花瓶 金城 次郎
 51　　1998.08.27　　　線彫魚・海藻紋大花瓶 金城 次郎
204　　2002.05.15　　　線彫エジプト文様大花瓶 金城 次郎
163　　2001.04.28　　　刷毛目線彫エジプト文様花瓶　　　　金城 次郎
 48　　1998.08.11　　　線彫海老・魚紋花瓶 金城 次郎
75　 1999.03.08　　　刷毛目四耳海老・魚紋花瓶 金城 次郎
98　　1999.07.20　　　刷毛目線彫海老・魚紋花瓶 金城 次郎

104　　1999.08.24　　　刷毛目線彫海老・魚紋花瓶 金城 次郎
118　　2000.02.08　　　刷毛目線 彫魚紋花瓶 　金城 次郎
119　　2000.02.17　　　線彫魚・波紋花瓶 金城 次郎
125　　2000.05.02　　　双耳付指掻唐草紋大壺 金城 次郎
 38　　1998.06.13　　　丸型線彫魚・巻貝紋壺 金城 次郎
102　　1999.08.09　　　刷毛目海老・魚紋丸壺 金城 次郎
66　　1999.01.22　　　刷毛目線彫海老・魚紋壺 金城 次郎
45　　1998.07.23　　　刷毛目線彫海老・魚・貝紋壺　　　　金城 次郎

127　　2000.05.15　　　線彫海老・魚紋壺 金城 次郎
136　　2000.07.08　　　四面体線彫海老・魚紋壺 金城 次郎
 95　　1999.07.09　　　線彫魚紋鬼の腕 金城 次郎
120　　2000.02.20　　　イッチン水玉魚紋嘉瓶 金城 次郎
162　　2001.04.21　　　線彫魚紋扁壺 金城 次郎
36　　1998.06.03　　　線彫海老紋扁壺 金城 次郎

164　　2001.05.04　　　線彫海老・魚紋扁壺 金城 次郎
166　　2001.05.20　 線彫海老・魚紋扁壺 金城 次郎
 44　　1998.07.18　　　線彫海老・魚紋抱瓶 金城 次郎
58　　1998.10.28　　 線彫魚紋抱瓶 金城 次郎
63　　1998.12.13　　 線彫海老・魚紋抱瓶 金城 次郎
96　　1999.07.14　　 線彫魚紋抱瓶 金城 次郎

124　　2000.04.30　　　線彫魚紋抱瓶 金城 次郎
79　　1999.04.06　　 線彫海老・魚紋大皿 金城 次郎
92　　1999.06.24　　 緑釉線彫双魚紋大皿 金城 次郎

122　　2000.04.03　　　線彫海老・魚紋大皿 金城 次郎
80　　1999.04.11　　　線彫魚・貝紋大皿 金城 次郎
47　　1998.08.04　　　線彫魚紋大皿 金城 次郎

121　　2000.02.29　　　線彫魚紋急須 金城 次郎

版画の元となった作品の
 作者や資料提供者など作品番号　   制作日 作 　品 　名                         掲載頁     
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128　　2000.05.19　　　唐草紋大花瓶 金城 明光
206　　2002.06.01　　　盛上龍巻抱瓶緑柚流 金城 明光
 68　　1999.01.30　　　筒描海老・魚紋大皿 金城 明光
 77　　1999.03.26　　　線彫海老・魚・波紋大皿 金城 秀義
 69　　1999.02.04　　　刷毛目線彫魚紋大花瓶 金城 敏昭
 57　　1998.10.22　　　線彫海老・魚紋大花瓶 金城 敏昭
 88　　1999.06.10　　　線彫海老・魚紋中皿 金城 敏昭
151　　2000.11.27　　　木の葉・魚紋大壺 金城 敏勝
248　　2003.09.11　　　盛上龍頭帆船大壺　朝日陶芸　　　　金城 敏勝
131　　2000.06.07　　　シーサー  阿形  残波岬ロイヤルホテル 金城 敏勝
 18　　1998.02.25　　　刷毛目波・魚紋大花瓶 金城 敏男
201　　2002.04.21　　　象嵌線彫蟹・稲・唐草紋大花瓶　　　金城 敏男
203　　2002.05.06　　　線彫牡丹・唐草紋大花瓶 金城 敏男
 16　　1998.02.14　　　掻落牡丹・魚紋花瓶 金城 敏男
202　　2002.04.30　　　線彫魚・波紋大壺 金城 敏男
 13　　1998.02.01　　　丸型線彫魚・波紋大壺 金城 敏男
 32　　1998.05.10　　　イッチン魚紋長壺 金城 敏男
 85　　1999.05.23　　　線彫魚・波紋長四角壺 金城 敏男
25　　1998.04.05　　　イッチン魚紋抱瓶 金城 敏男

 30　　1998.05.03　　　線彫魚紋抱瓶 金城 敏男
 67　　1999.01.27　　　線彫海老・魚紋抱瓶 金城 敏男
 22　　1998.03.18　　　魚紋鉢 金城 敏男
 23　　1998.03.24　　　巴魚紋鉢 金城 敏男
 29　　1998.04.24　 唐草・魚紋鉢 金城 敏男
 17　　1998.02.19　 線彫海老・魚紋大皿 金城 敏男
 33　　1998.05.16　 波・唐草・魚紋大皿 金城 敏男
 31　　1998.05.06　　　飴釉線彫魚紋大皿 金城 敏男
 24　　1998.03.29　　　呉須釉魚紋抜絵大皿 金城 敏男
 28　　1998.04.18　　　呉須釉双魚紋抜絵大皿 金城 敏男
 26　　1998.04.10　 白化粧流魚紋大皿 金城 敏男
27　　1998.04.14　　　象嵌魚紋大皿 金城 敏男
 12　　1998.01.23　　　丸型海老・魚紋皿 金城 敏男
 21　 1998.03.14　　　呉須釉線彫魚紋皿 金城 敏男
 15　　1998.02.10　　　泰山不動・魚紋皿 金城 敏男
 91　　1999.06.20　　　線彫巴魚紋皿 金城 敏男
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19　　1998.03.05　　　唐草紋 7 寸皿 金城 敏男
20　　1998.03.02　　　唐草・魚紋陶板　方向① 金城 敏男　
74　　1999.03.10　　　唐草・魚紋陶板　方向② 金城 敏男
34　　1998.05.22　　　魚紋陶板 金城 敏男

233　　2003.04.13　　　唐草紋花瓶 小橋川 永勝
178　　2001.07.22　　　シーサー　阿形 小橋川 永勝
196　　2002.01.24　　　シーサー　吽形 小橋川 永勝
 87　　1999.06.05　　　龍紋大花瓶 小橋川 永弘
207　　2002.06.15　 龍紋大花瓶 小橋川 永弘
221　　2002.10.27　　　双耳付緑柚掻落唐草紋壺 小橋川 永弘
50　　1998.08.20　　　赤絵壺 　　小橋川 永昌

106　　1999.09.07　　　赤絵牡丹崩し紋大皿 小橋川 永昌
  1　　1997.10.09　　　赤絵魚・波紋壺 小橋川 清正
  5　　1997.11.14　　　赤絵丸型魚紋壺 小橋川 清正
  6　　1997.11.22　　　赤絵丸型海老・魚紋壺 小橋川 清正
  8　　1997.12.04　　　赤絵丸型海老・魚紋壺 小橋川 清正
  7　　1997.11.28　 赤絵瓢箪型海老・魚紋壺 小橋川 清正
  9　　1997.12.10　　　赤絵鶴首魚・唐草紋壺 小橋川 清正
  4　　1997.11.08　　　赤絵海老・魚紋抱瓶 小橋川 清正
 10　　1998.01.11　　　赤絵丸型魚紋透彫菓子皿 小橋川 清正
 11　　1998.01.16　　　赤絵丸型海老・魚紋皿 小橋川 清正
192　　2001.12.29　　　赤絵壺 小橋川 仁王
 82　　1999.04.25　　　赤絵唐草紋大花瓶 小橋川 太郎
147　　2000.10.29　　　赤絵唐草紋丸型花瓶 小橋川 太郎
185　　2001.09.15　　　赤絵唐草紋鼓型花瓶 小橋川 太郎
225　　2002.12.06　　　赤絵瓢箪型草花紋花瓶 小橋川 太郎
64　　1998.12.24　　　赤絵線彫唐草紋壺 小橋川 太郎
132　　2000.06.14　　　赤絵木の葉紋丸壺 小橋川 太郎
 49　　1998.08.16　　　赤絵唐草紋抱瓶 小橋川 太郎
 76　　1999.03.17　　　赤絵唐草紋抱瓶 小橋川 太郎
 86　　1999.05.29　　　線彫赤絵唐草紋大深皿 小橋川 太郎
219　　2002.10.11　　　赤絵唐草紋大皿 小橋川 太郎
223　　2002.11.23　　　赤絵円形文様中皿 小橋川 太郎
230　　2003.02.08　　　赤絵カトレア紋中皿 小橋川 太郎
99　　1999.07.29　　　長四角幾何学紋花瓶 　　小橋川 ツル子
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161　　2001.04.17　　　蓋付緑釉波紋中壺 小橋川 ツル子
154　　2000.12.27 　　  赤絵唐草・幾何学紋抱瓶   小橋川 ツル子
195　　2002.01.19　　　赤絵幾何学紋抱瓶 小橋川 ツル子
211　　2002.07.14　　　赤絵流唐草紋抱瓶 小橋川 ツル子
231　　2003.03.23　　　赤絵ヤンバルクイナ・花紋花瓶　　　国場 一
255　　2004.01.27　　　赤絵花・ヤンバルクイナ紋花瓶　　　国場 一
241　　2003.06.27　　　赤絵唐草紋中花瓶 国場 一
179　　2001.07.27　　　赤絵イッチン抽象文様壺 国場 一
209　　2002.07.07　　　蓋付唐草紋壺 国場 一
238　　2003.06.02　　　面取唐草・ヤンバルクイナ紋壺　　　国場 一
253　　2003.12.27　　　赤絵唐草紋壺 国場 一
254　　2004.01.16　　　赤絵抽象花紋壺 国場 一
232　　2003.04.11　　　カラフル湯呑　2 種類 国場 一
242　　2003.07.01　　　刷毛目魚紋双耳付鉢 久場 政一
101　　1999.08.04　　　線彫魚・波紋大花瓶 宮城 須美子
217　　2002.09.10　　　線彫魚紋変形花瓶 宮城 須美子
252　　2003.11.14　　　両取手付線彫双魚紋大花瓶 宮城 須美子
 78　 1999.04.01　　　蓋付線彫魚紋壺 宮城 須美子
 37　　1998.06.07　　　線彫魚紋抱瓶 宮城 須美子
129　　2000.05.26　　　線彫魚紋抱瓶 宮城 須美子
 90　　1999.06.17　　　蓋付線彫魚紋鉢 宮城 須美子
 84　　1999.05.14　　　線彫海老・魚紋急須 宮城 須美子
187　　2001.10.10　　　兎・蛙紋湯呑 宮陶房
115　　1999.12.26　　　赤絵キビ紋大壺 那覇市伝統工芸館
113　　1999.12.14　　　龍巻壺 那覇市伝統工芸館
210　　2002.07.11　　　唐二彩抱瓶 那覇市伝統工芸館
 94　　1999.07.05　　　線彫魚紋大皿 仲村渠 致元
 97　　1999.07.18　 緑黒釉筒描抱瓶 日本民藝館
 42　 1998.07.08　 象嵌色差面取抱瓶 沖縄県立博物館
 73　　1999.02.23　　　色絵花鳥紋抱瓶 沖縄県立博物館
235　　2003.04.30　 象嵌花鳥紋抱瓶 沖縄県立博物館
 62　 1998.12.05　　　緑釉彫絵木目紋抱瓶 沖縄県立博物館
 35　　1998.05.26　　　チブル（頭部）シーサー 沖縄県立博物館
111　　1999.11.18　 屋根シーサー 沖縄県立博物館
114　　1999.12.21　 龍柱　首里城正殿前 沖縄県立博物館　　
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 60　　1998.11.10　　　盛上シーサー抱瓶 量産品 酒造店
180　　2001.08.05　　　魚・海藻紋大壺① 恩納村の RSP ホテル
183　　2001.09.02　　　魚・海藻紋大壺② 恩納村の RSP ホテル 
 65　　1999.01.14　　　シーサー 阿形 まじる商店 島 常賀
  3　　1997.10.29　　　シーサー 吽形 那覇市伝統工芸館 島 常賀
  2　　1997.10.25　　   シーサー 阿形 那覇市伝統工芸館 島 常賀　
197　　2002.03.05　　　面シーサー　阿形　黄土色系　　　　島袋 秀栄
198　　2002.03.10　　　面シーサー　阿形　赤色系 島袋 秀栄
170　　2001.06.16　　　透彫梟の電気スタンド 相馬 正和
158　　2001.03.26　　　守禮之門 首里城
108　　1999.09.18　　　首里城の龍頭 首里城本殿の屋根
107　　1999.09.12　 盛上龍巻壺 高江洲 育男
159　　2001.03.31　　　盛上雲龍紋カラカラ 高江洲 育男
160　　2001.04.08　　　土灰釉掛龍巻花器 高江洲 育男
 70　　1999.02.10　　　シーサー   阿形　那覇市伝統工芸館　　高江洲 育男
 53　　1998.09.12　　　シーサー   阿形　沖縄石油：平安座 　高江洲 育男
 71　　1999.02.14　　　シーサー   阿形　神原中学校 　　高江洲 育男
 54　　1998.09.16　　　シーサー   阿形    仲里酒造：久米島　高江洲 育男
 72　　1999.02.18　　　シーサー   阿形　海洋博覧会 　　高江洲 育男
 81　 1999.04.17　 シーサー   阿形 　　高江洲 育男
148　　2000.11.02　　　灰掛手捻台付シーサー　阿形　　　　高江洲 育男
140　　2000.08.15　　　手捻緑釉シーサー　阿形 高江洲 育男
133　　2000.06.19　　　チブル（頭部）シーサー 高江洲 育男
150　　2000.11.15　　　壁掛シーサー　一対 高江洲 育男
123　　2000.04.24　 双耳付線彫唐草紋大花瓶 高江洲 忠
234　　2003.04.26　　　盛上緑柚シーサー紋抱瓶 高江洲 盛良
 89　 1999.06.13　 面シーサー　カレンダー 1999 　　　高江洲 盛良
110　　1999.11.13　 シーサー　阿形　玉泉洞 　　高安 禧鸛
220　　2002.10.19　 シーサー　吽形 照屋 晴美
222　　2002.11.07　 シーサー　阿形 照屋 晴美
190　　2001.11.10　　　でんでん虫・バッタ四角錘花瓶　　　照屋佳信
152　　2000.12.15　　　唐草紋長四角花瓶 照屋佳信
146　　2000.10.26　　　唐草紋皿 照屋佳信
177　　2001.07.16　　　シーサー　阿形   南窯   　壺屋「南窯」
126　　2000.05.07　 シーサー　阿形   東窯 壺屋古窯「東窯」
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214　　2002.07.31　　　指掻唐草紋大花瓶 上江洲 茂生
 59　　1998.11.02　　　線彫牡丹紋花瓶 上江洲 茂生
193　　2002.01.09　　　蓋付菊花紋壺 上江洲 茂生
 52　　1998.09.03　　　象嵌菊花紋扁壺 上江洲 茂生
 55　 1998.09.19　　　線彫牡丹紋扁壺 上江洲 茂生
 56　　1998.09.24          刷毛目線彫牡丹紋扁壺 上江洲 茂生
 43　　1998.07.14　　　線彫牡丹紋抱瓶 上江洲 茂生
 46 　1998.07.31　　　面取牡丹紋抱瓶 上江洲 茂生
 61　　1998.11.21　　　線彫唐草紋面取抱瓶 上江洲 茂生
153　　2000.12.20　　　透彫魚・波紋傘立  上江洲 茂生
117 　2000.02.04         指掻唐草紋大花瓶   山田 真萬
109　　1999.09.23　　　面シーサー 与古田 枝里

215　　2002.08.05　　　イッチン唐草紋大花瓶  読谷村「北窯」
186　　2001.09.25　 線彫唐草紋大花瓶 読谷協同販売所
246　　2003.08.07　　　「読谷山焼 」  登窯　9 連房 読谷村座喜味
165　　2001.05.15　　　読谷村座喜味の登窯   13 連房    読谷村「北窯」
249  2003.09.21　　　登窯の一室内　北窯（共同）  読谷村「北窯」
 14　　1998.02.07　　　ミンサーを織る技術者 赤嶺真澄
257　 2004.05.02　　　琉球織の技術者 沖縄 ワールド
112　　1999.12.03　　　紅型　芝居幕　守禮の邦 安里 和雄
116　　2000.01.28　　　紅型　芝居幕　魚を運ぶ猟師 安里 和雄
145　　2000.10.21　　　紅型　芝居幕　琉球舞踊 安里 和雄
167　　2001.05.28　　　紅型　暖簾　シーサー　吽形　　　 安里 和雄
168　　2001.06.04　　　紅型　暖簾　シーサー　阿形　　　 安里 和雄
181　　2001.08.18　　　紅型　暖簾　野菜図鑑 　安里 和雄
200　　2002.04.16　　　紅型　蝶・蜻蛉田舎風景 安里 和雄
229　　2003.01.26　　　紅型　藍染　壺屋焼 　 藤崎 真
142 　2000.09.08　　　紅型　牡丹・魚網 日本の美術別巻
144　　2000.10.01　　　紅型　梅 17・18 世紀作品
216　　2002.09.07　　　紅型　暖簾　赤シーサー 那覇市伝統工芸館
138　　2000.07.24　　　紅型　壁飾り　百合 那覇市伝統工芸館
227　　2003.01.14　　　紅型　木の葉紋 那覇市伝統工芸館
251　　2003.10.30　　　紅型　農村風景 那覇市伝統工芸館
256　　2004.04.03　　　紅型　鶏頭寶船 那覇市伝統工芸館
208　　2002.06.30　　　紅型　藍染　琉球  　琉球舞踊衣装
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149　　2000.11.10　　　唐草紋暖簾 新垣陶器店
141　　2000.08.27　　　琉球人形　名護市 フルーツランド
247 　2003.08.26　　　アジア水牛　荷台車運搬用 竹富島観光
250　　2003.09.29　　　カンムリワシ　特別天然記念物 石垣・西表島
224　 2002.11.30　　　リュウキュウオオコノハズク 鳥類図鑑
236　　2003.05.11　 薬用ハブ酒 琉球の味と技展
243　　2003.07.06　　　オキナワチョウトンボ 宮古新報
245　　2003.07.27　　　オオゴマダラチョウ　西表島 蝶の飼育館
100　　1999.08.02　 糸芭蕉　大宜味村喜如嘉 芭蕉布会館
228　　2003.01.20　　　ハイビスカス 島袋 俊哉
237　　2003.05.27　　　月桃の花 赤嶺 真澄
244　　2003.07.20　 サキシマスオウ　西表島 仲間川の近辺
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『ふるさとの旅路』20 巻 「奄美　沖縄　八重山 」　　世界出版社

『カラー　トラベルガイド　日本の旅』　17 巻「沖縄」　　山田書院

『目の眼』　特集「沖縄のやきもの」　No.93 　　里文出版  1984 年７月

『日本の美術』　別巻「民芸」　　平凡社

『日本の文化地理』 17 巻「熊本・宮崎・鹿児島・沖縄」　　講談社

『日本のやきもの』 　　読売新聞社  1974 年

『人間国宝　金城次郎のわざ』　琉球陶器の最高峰　　朝日新聞社　1988 年

『人間国宝　金城次郎作品展』　　日本橋　三越本店  1995 年

『沖縄文化財百科』　全４巻　　那覇出版社　　 1 巻　「建造物・美術工芸」　
2 巻　「芸術・民俗」
3 巻　「史跡・名勝」
4 巻　「天然記念物」

『沖縄工芸ふれあい広場　戦後工芸の歩み』　　沖縄県商工労働部・観光文化局工芸産業部

『沖縄の陶器』復刻版　　琉球電信電話公社

『ロマンの旅　日本の伝説』　18 巻　「沖縄」　　世界文化社

『太陽』　特集 沖縄　No.87　　平凡社 1970 年 9 月号

『手捻り 50 年壺屋に生きる　現代の名工 / 高江洲育男作品集』

『陶芸事典』　室伏哲郎編　　日本美術出版

『トラベルメイト 13　ふるさとの伝統工芸を訪ねる旅』　　近畿日本ツーリスト　

『壺屋 10 年　金城次郎 雑器の美』　　用美社　

『土と炎 一筋　金城敏男 作品集』　　近代美術

『ワイドカラー日本』　20 巻「沖縄」　　世界文化社

『やちむん　壺屋焼』　心伝える　手のぬくもり　　壺屋陶器事業共同組

『読谷やちむん展』　6 冊　　読谷村教育委員会・読谷村立美術館　1997 ～ 2002 年

『盛良ワールド』　1999 年カレンダー　　高江洲　盛良

朝日新聞　大阪版　1997 年 12 月 22 日

宮古新報 2003 年  ４月 16 日
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